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≪今後の展望≫ 

昭和大学病院は急性期病院ですから、当科の活動は「超急性期」や「周術期」にシフトしています。 

脳卒中や運動器疾患の急性期リハビリはもちろんのこと、ICU や ERでの早期離床、呼吸循環リハビリ、 

治療前後の廃用予防に力を入れています。チーム活動を重視していますので「運動器チーム」「内部疾患 

チーム」に加え、コロナ禍に対応し「COVID-19専従チーム」を結成しています。また多職種協働の 

「摂食嚥下チーム」の運営を行っており、現在は「昭和大学病院周術期チーム」の結成に尽力しています。 

しかし急性期ばかりが大事なのではありません。PICS（集中治療後症候群）など社会復帰後の生活期に 

影響を及ぼす病態の研究・対策も行っています。 
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全国 7,416の一般病院のうち、73.2%が「リハビリテーション科」を標榜しています。驚きの普及率

であるとともに安心感の持てる数字です。「スーパードクターが手術しますが、リハビリはありません」

という病院では心配です。患者さんにとって手術や注射の時間よりもリハビリをしている時間が遥かに長

いのですから。ただ、有ればいいというものではありません。各科の優れた技術を鮨のネタに例えるなら

ば、リハビリは「シャリ」。おいしいネタを生かすには高い品質のベースが必要であり、病院の実力を示

す基盤といえます。昭和大学病院のリハビリテーション部門は、大学病院の本院として全ての分野の一流

を保障するために日々努力をしています。 

 

≪経歴≫ 

1990年 昭和大学医学部卒業 

2007年 昭和大学医学部リハビリテーション医学講座准教授 

2014年 昭和大学江東豊洲病院リハビリテーション科診療科長 

2018年 昭和大学病院リハビリテーション科診療科長 

                       リハビリテーションセンター長 

2020年 昭和大学医学部リハビリテーション医学講座教授 
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 「皮膚腫瘍の手術」といえば 

へご紹介ください 

 

学外での皮膚外科研修を修了した医師が多数在籍し、連日手術に取り組んでおります。 

皮膚科 

診療科長 教授 末木博彦 

【顔面基底細胞癌】 

Before After 

  

 ※予約可。医療連携室にお電話ください。 【お問い合わせ】医療連携室 

医療機関専用回線 03-3784-8400 

皮膚科のご紹介 私達の強み 

摘出した検体は良性腫瘍も含め全て皮膚病理検査を行います。 

病理診断科との活発なカンファレンスや情報共有で、診断困難な症例の確定診断を行い、

早期治療を行います。 

 

年間 1000 例 の生検・手術実績  特徴１ 

病理診断科との連携による確定診断 特徴３ 

皮膚外科の専攻医が多数在籍 特徴２ 

2017 年より昭和大学病院附属東病院から昭和大学病院へ移動したことにより、手術件

数が拡充。 

日帰り可能な皮膚腫瘍から、入院が必要な植皮や皮弁形成術、またセンチネルリンパ節

生検が必要な悪性腫瘍まで全てお受けいたします。 
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感謝状贈呈の様子 

（左から濱野健区長、相良博典病院長） 

いただいた感謝状 

集合写真 
（左端から丸山浩課長（文部科学省）、稲垣克記病院長、 

亀岡偉民副大臣、相良博典病院長、三邉武幸病院担当理事） 

意見交換会の様子 

視察の様子 

 

 

 

 

お知らせ 品川区長より感謝状が贈られました 

8月 27日（木）品川区の濱野健 区長より、コロナ禍での区民への医療提供に対する感謝状が贈られました。 

昭和大学病院中央棟 7階会議室にて、相良博典 昭和大学病院長、稲垣克記 昭和大学病院附属東病院長、三邉

武幸 病院担当理事らと意見交換がなされ、新型コロナウイルス感染症による院内対応の状況や病院経営への影

響などについて話し合われました。 

 

 

 

 

 

 

  

9 月 2 日（水）に文部科学省亀岡偉民副大臣をはじめとする文部科学省職員の方々が、昭和大学病院の

視察にいらっしゃいました。当日は、昭和大学病院中央棟 7階会議室にて、相良博典 昭和大学病院長より

新型コロナウイルス対応についての状況説明が行われ、稲垣克記 昭和大学病院附属東病院長、三邉武幸 病

院担当理事らを交え、意見交換がなされました。 

 亀岡副大臣は意見交換会後、ICU 病棟、eICU センター、PCR検査会場、発熱外来を視察し、当院職員よ

り各現場の説明がなされました。 

 

 

 

 

 

  

お知らせ 文部科学副大臣が当院の視察に訪れました 
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当取り組みは、昭和大学病院・附属東病院において関係職種間での行動 (臨床に関する事項)を

相互にプラス評価することにより、関係部署との連携を良好にし、チーム力を高めることで 

患者さんにより良い医療を提供することを目的としております。 

 

入院棟 15 階 看護師の皆様へ 

今年度から始まった心不全教室の集団

栄養指導で、対象患者さんの食生活状

況の情報を事前に教えてくださり助か

っています。 

【患者さんに与えた良い影響】 

本当に必要な栄養を患者さんに摂

って頂くことで、治療を適切に進

めることができました。 

トピックス サンクス！グッドプラクティスパートナー（第 6回） 

【患者さんに与えた良い影響】 

循環器内科病棟に入院している患者

さんの指導件数が増え、退院後の食

生活改善につながっています。 

中央棟 5 階 ICU/CCU  

看護師の皆様へ 

病棟に入院している栄養管理が必要な

患者さんの状態や日頃の様子を教えて

頂き、何が問題となっているのか、適切

な栄養管理は何か議論することができ

ました。 

臨床工学室 事務職員 

松倉さんへ 

事務職員として臨床工学室に配属され

たにも関わらず、臨床工学室に返却さ

れた機器の清拭や簡易的な点検をして

くれてありがとうございます。 

【患者さんに与えた良い影響】 

機器の清拭・簡易点検のおかげで、 

患者さんが安心・安全に治療を行

えています。 

管理課管財・営繕係の皆様へ 

臨床工学室で修理できない医療機器

は管理課に修理決裁稟議書を提出し

ています。しかし、単に事務処理され

るだけでなく、医療機器について積極

的に学習されていますので、結果的に

事務処理が早く感謝しています。 

【患者さんに与えた良い影響】 

医療機器のダウンタイム（使用できない

時間）の短縮に繋がり、必要な医療機器

が患者さんに使用されています。 

日頃よりチーム医療にご協力頂きありがとうございます。 

今後とも、よろしくお願いいたします。 

入院棟 15 階 集団栄養指導の様子 

 

中央棟 5 階 ICU/CCU の 
看護師の皆さん 
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お知らせ 医師の配属・異動・退職について 

【新規採用】2020年 10月 1日付 

●循環器内科 谷澤宏樹 ●整形外科 二見花菜 ●形成外科 野村美佐子 ●耳鼻咽喉科 一寸木宏和  
●救命救急科 古川祐大朗 

【附属施設から】2020年 10月 1日付 

●糖尿病・代謝・内分泌内科 豊田陽一（江東豊洲病院から）●消化器内科 山﨑裕太（藤が丘病院から）   
●消化器内科 飯髙正典（藤が丘病院から）    ●血液内科 阪倉俊介（藤が丘病院から） 
●血液内科 森村光幸（江東豊洲病院から）    ●循環器内科 中村友哉（藤が丘病院から）   
●循環器内科 雨宮妃（横浜市北部病院から）   ●循環器内科 福岡裕人（江東豊洲病院から）  
●循環器内科 佐藤俊弥（横浜市北部病院から）   ●循環器内科 蜂矢るみ（江東豊洲病院から）  
●脳神経内科 浅野未希（藤が丘病院から）    ●脳神経内科 飯塚奈都子（江東豊洲病院から）  
●消化器・一般外科 藤井智徳（横浜市北部病院から）  ●脳神経外科 中村友宣（横浜市北部病院から）   
●整形外科 井田寛（横浜市北部病院から）    ●整形外科 山名輝（江東豊洲病院から）    
●整形外科 牧角忠祐（藤が丘病院から）     ●整形外科 松田康太（藤が丘病院から）     
●リハビリテーション科 杉山みづき（江東豊洲病院から） ●形成外科 岡本笑奈（藤が丘病院から） 
●産婦人科 向井勇貴（横浜市北部病院から）   ●小児科 大川恵（江東豊洲病院から）   
●小児科 石井瑶子（横浜市北部病院から）     ●放射線科 金井貴宏（藤が丘病院から）     
●放射線科 瀬戸川武仁（横浜市北部病院から）   ●耳鼻咽喉科 﨑川慶（藤が丘病院から）    
●耳鼻咽喉科 日比裕之（横浜市北部病院から）   ●麻酔科 合田廷大（藤が丘病院から）     
●救命救急科 山荷大貴（藤が丘病院から）   
 
2020年 10月 5日付         
●産婦人科 吉泉絵理（藤が丘病院から） 
   

【学外研修から】2020年 10月 1日付 

●リウマチ・膠原病内科 新健史  ●糖尿病・代謝・内分泌内科 鍋島陽子  ●消化器内科 中谷渓  
●乳腺外科 鶴我朝子    ●小児外科 鳴釜ゆり子     ●整形外科 土谷弘樹 
●整形外科 臼井勇樹    ●整形外科 黒木麻依     ●整形外科 堀家陽一 
●消化器・一般外科 内田茉莉依  ●産婦人科 対馬杏奈      ●小児科 大塚康平  
●小児科 唐渡諒      ●小児科 木村太郎      ●救命救急科 中村元保  

新規配属 

 

【附属施設へ】2020年 10月 1日付 

●リウマチ・膠原病内科 林智樹（江東豊洲病院へ） ●糖尿病・代謝・内分泌内科 深瀬絢子（江東豊洲病院へ） 
●血液内科 正路大樹（藤が丘病院へ）    ●循環器内科 新井脩平（藤が丘病院へ） 
●循環器内科 豊﨑瑛士（江東豊洲病院へ）   ●循環器内科 飛鳥井邑（横浜市北部病院へ） 
●循環器内科 関本輝雄（藤が丘病院へ）   ●循環器内科 磯村直栄（横浜市北部病院へ） 
●循環器内科 横田裕哉（江東豊洲病院へ）   ●脳神経内科 髙橋聖也（藤が丘病院へ） 
●脳神経内科 安本太郎（藤が丘病院へ）   ●消化器・一般外科 大野浩平（横浜市北部病院へ） 
●消化器・一般外科 北島徹也（横浜市北部病院へ） ●乳腺外科 城下亜里沙（藤が丘病院へ） 
●整形外科 坂本和歌子（横浜市北部病院へ）  ●整形外科 篠原大地（藤が丘病院へ） 
●整形外科 萎澤亨（藤が丘病院へ）    ●産婦人科 中川智絵（横浜市北部病院へ）    
●小児循環器センター 氏家岳斗（横浜市北部病院へ） ●耳鼻咽喉科 永田衣利奈（横浜市北部病院へ）  
●耳鼻咽喉科 工藤建人（藤が丘病院へ）   ●麻酔科 山下昌平（江東豊洲病院へ）   
●麻酔科 尾頭希代子（江東豊洲病院へ）   ●集中治療科 吉澤卓也（横浜市北部病院へ）   
●救命救急科 原野康平（藤が丘病院へ）   ●救命救急科 杉本達也（藤が丘病院へ） 
●放射線科 佐伯美帆（藤が丘病院へ）    ●放射線科 内田大輔（横浜市北部病院へ）   
●放射線治療科 小林玲（江東豊洲病院へ）  
 
2020年 10月 5日付 
●産婦人科 原田祐一（藤が丘病院へ） 
   

【学外研修へ】 

2020年９月２８日付 
●循環器内科 正木亮多 
 
2020年 10月 1日付 
●呼吸器・アレルギー内科 石田敦士 ●糖尿病・代謝・内分泌内科 石代優美香   ●整形外科 関水壮哉 
●整形外科 朝倉智也    ●整形外科 太田真隆     ●整形外科 土師野良真  
●整形外科 津金雄太    ●整形外科 神薗育      ●整形外科 古閑恒輝 
●リハビリテーション科 吉富明利  ●形成外科 福田貴巳佳     ●産婦人科 小池亮 
●産婦人科 関谷葵     ●産婦人科 高橋華子      ●産婦人科 渡邊文乃 
●産婦人科 出嶋弥広    ●産婦人科 木村剛       ●産婦人科 三浦瑠依子 
●産婦人科 荒井理沙    ●産婦人科 堀祥子      ●産婦人科 下川貴志 
●小児科 及川洸輔     ●小児科 山岡大志郎     ●耳鼻咽喉科 相馬裕太 
●皮膚科 田村崇行     ●救命救急科 香月姿乃     ●救命救急科 巣山かれん 
●救命救急科 石田憲太朗 

異動 

 

退職 

 

 

2020年 9月末日 
●循環器内科 宗次裕美    ●消化器内科 音山裕美     ●消化器内科 大西良尚 
●放射線科 髙濵典嗣    ●皮膚科 金澤あずさ     ●救命救急科 渡邉茂也 
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 お知らせ 東急電鉄・SDGs トレイン内の中吊り広告にて当院が掲出されます 

 

当院の最寄駅である、東急電鉄旗の台駅 様より、以前当院への激励のお手紙を頂戴し、旗の台駅に掲示

された激励のお手紙に、昭和大学職員が返礼の言葉を書き込んだというやり取りがございましたが、この度、

今回の一連のやり取りが、東急電鉄 SDGs トレイン（東横線、田園都市線、世田谷線）内の中づり広告と

して掲出されました。 

 なお、政府や自治体、企業の取り組みにより、持続可能な社会を創造することを目標とした SDGs※とい

う価値観が世の中に広がり始めております。 

 心温まるお手紙を通して地域との連携がより一層深まりました。今後も地域に根差した地域中核病院とし

ての役割を果たしつつ、日々新型コロナウイルス感染症の治療に取り組み、引き続き安全・安心な医療の提

供に努めてまいります。この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

※SDGs：「 Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称 

 

 

 

 

 

  

ラッピング列車 

「SDGs トレイン 2020」 

いただいた激励のお手紙と、 

返礼の書き込み 

当院中央棟 1 階、ご支援紹介ブースにて、

実際に掲出されている中吊り広告を掲示し

ております。 

ご来院の際は、是非ご覧ください！ 

【中吊り広告】 

※掲出期間：2020 年 9 月～2021 年 9 月（予定） 
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ご意見・ご要望 回答 
回答

部署 

 産科病棟のトイレですが、トイレットペー

パーホルダーの位置が、便座に座った位置か

ら斜め後ろにあるため、体をひねらなければ

取れません。体をひねると会陰切開した傷口

がとても痛いです。トイレが苦痛でした。可

能なら座った位置よりも前方(左右どちらか)

にあると、とてもありがたいです。 

 出産前後の患者さんが利用するトイレについて

ホルダー位置の配慮が足らず申し訳ございませ

ん。 

 現場のトイレを確認し、トイレットペーパーホ

ルダーの位置が体をひねらなければいけない位置

に設置されておりましたので、ホルダー位置を変

更させて頂きました。 

施
設
課 

 皆さん心暖かくやさしく、心配りも素晴ら

しく、何かあってもすぐに対応してくださり

とても嬉しかったです。 

 皆、素晴らしいですねと褒めると、これが

私たち病院の理念ですと聞き、病院の取り組

みの素晴らしさに感じ入りました。 

 本当にお世話になりありがとうございまし

た。 

この度は看護師、ヘルパー共に感謝のお言葉を

頂きありがとうございました。 

スタッフの会話の中で当院の理念、看護の話を

している事を知り、驚きの反面、病棟責任者とし

て嬉しく思います。今回のことを部署で共有し、

どの患者さんにも理念に基づいた看護が提供でき

るようにして参ります。 

 貴重なご意見ありがとうございました。 

看
護
部 

患者さんのご意見・ご要望 
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※記事見出しの色分けについて 

病院だよりでは、見出しに色分けをすることで読者の皆様が読みやすいよう工夫をしております。 

黄色見出し：患者さん、患者さんのご家族向け  

青色見出し：医療関係者向け 

緑色見出し：医師の配属・異動・退職について 

病院広報委員会委員： 稲垣 克記、入山 洸希、大江 克憲、岡崎 靖子、五藤 哲、佐々木 仁美、 

嶋村 弘史、鷲見 賢司、富田 英、中村 清吾、山岸 昌一、吉田 仁、 

渡辺 愛理、渡邊 聡、渡邊 裕之（50音順） 

昭和大学病院・附属東病院の理念 昭和大学病院・附属東病院の基本方針 

・患者本位の医療 

・高度医療の推進 

・医療人の育成 

・患者さんと共にチーム医療を実践する。 

・特定機能病院及び地域の基幹病院として高度急性期医療を推進し、

質の高い医療を提供する。 

・教育病院としての機能を充実し、質の高い医療人の育成を行う。 

・人間の尊厳及び人権を守りつつ、高度な臨床研究を実践する。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 糖尿病・代謝・内分泌内科  山岸
やまぎし

 昌一
しょういち

 教授 

 
暑い暑い夏も終わり、すっかりと秋めいて参りました。皆様、体調におかわりはございませんでしょうか。今年

は新型コロナウイルス感染症に始まり、まさにコロナ一色の一年だったように思います。多くの方々の生活がこの

新型感染症により大きな制約をうけ、日々の穏やかの暮らしさえも遠い昔のことのように感じられてしまいます。

人々の英知を集め、医学や医療の分野に限らず、様々な領域でコロナと闘い、この災禍を乗り越えていけるように

したいものです。 

地域の様々なボランティア活動への参加を通じて、障がいを持ちながらも自分らし

く生活している方々の存在を知りました。またその方々の周囲でいろいろな形のサポ

ートをしている人の存在も知り、私自身も将来そのような職業に就きたいと考えてい

たときに作業療法士という仕事に出会いました。 

 昭和大学での 4年間を通して、ここで得た学びを活かした作業療法の実践がしたい

と考え、昭和大学病院への入職を志しました。 

 

 

今月は「 1年目 作業療法士 」の宮崎 加奈子（みやざき かなこ）さんをご紹介いたします。 

羽ばたけ期待の医療人 No.24 「作業療法士」  

  
担当患者を持ち、指導者や他のリハビリテーションスタッフの先輩方にご指導を頂きながら、一人ひとり

の疾患や状態、生活背景等を考慮したリハビリテーションを行っています。 

 また、物品管理や医療機器の安全点検、その他リハビリテーションを円滑に行うための施設業務にも取り

組んでいます。 

 

どのような疾患に対しても、作業療法の視点を持って多角的なアプローチができる、高い専門性を有し

た作業療法士を目指します。その為にも、更なる知識や経験を重ね、日々自己研鑽に努めて行きたいと思

っています。 
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